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第１４期 第７回 鳥取市校区審議会の審議概要について

１ 日時   令和元年１０月１５日（火）１４時００分 ～１６時４０分

２ 会場   鳥取市役所 本庁舎６階 第１会議室

３ 出席者  本名会長、南部副会長、音田委員、上田委員、吉澤委員、川口委員、山田委員、

福山委員、牛尾委員、森本委員、民家委員

事務局：中村次長、竹田主幹兼指導主事、大坪主任

４ 報告事項

（１）第６回校区審議会審議概要について

（２）校区審議に関連する活動報告について

（３）９月定例議会での質問と答弁について

５ 議事

（１）本市の中長期的な校区のあり方について

  前回した検討した学校規模の基準に照らし、鳥取市をいくつかのエリアに分け、２０年後

のそのエリアの児童生徒数を見通しながら議論を行いました。その中で、「新市と旧市の校区

再編の考え方」や「義務教育学校設置の考え方」、「具体的な校区再編方法」等について意見

を交わしました。併せて、答申案の構成や文言等についても確認を行いました。

【主な意見】

   ・２０年後を見据えるという大前提を答申のどこかで明示すべきである。

・既に市町村合併から１５年経過し、これからさらに２０年後の議論をしようというときに、新市と

旧市の概念を重視する必要があるかどうか。

・現在の中学校区を維持するというパターンは、２０年後を見据えると考えにくいが、あえてこれを

示すと反対にこれだけの課題が残るということが良くわかると思う。

・千代川以外にも、幹線道路など、子どもの安全を考えて区切るということも考慮してもいいのでは

ないか。

・新市域は長い歴史の中で一つの町村であったことを考えると、一つの中学校区という考え方でいい

のではないか。

・小学校や中学校の学校規模の基準に満たない場合は、義務教育学校とするように見受けられるが、

どこの地域でも義務教育学校が必ずしもふさわしいわけではないと思うので、そのあたりも考慮

した表現を答申に盛り込むなど工夫すべき。

・子どもが少なくなっていく中で、なおかつコミュニティの核としての学校を位置づけるにあたり、

義務教育学校以外に何かいい方策があるかと言えば難しいところである。

・２０年後になると教育そのものの形態もかなり変わってくる可能性がある。

・今後の人口はこれくらいになるということくらいしか言えないので、大きなイメージを描くという

点では、あまりにも詳細すぎるのはどうかと思う。一度答申が出ると、それにとらわれてしまい、

途中で方向が変わるとなぜ変わったのかということにもなってくるので、そのあたりも考慮して

示していくのがいいのではないか。

・色々とシミュレーションすることは非常に重要である。今回の試算は設定がラフなので、校区別に

過去のデータを見ながら、用いている減少率が安定しているかどうかも確認してみてはどうか。

・新市域は、かつてはそれなりの町村であったし、歴史も文化も伝統もある中で、何とかいい地域に

していこうとやっており、県・市も人口減少対策に総力を挙げてやっている中で、数を減らして

いくという考え方には賛成しない。
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・エリアごとに中学校を１校置くというのではなく、１校から２校など置くなど幅を持った整理にす

れば議論がしやすくなるのではないかと思う。

【会長総括】

教育の効果、子どもたち同士の中での学び、教職員の適正な配置といった面も含めて、基本的に

は国の基準に合わせながら、我々として魅力的な学校となるような提案をしていきたい。人口を増

やすために県・市も努力していると思うが、ここ何年かの傾向を踏まえ、現時点で若い世代がいな

いという前提に立てば、人口減を受け止めて考えざるを得ない。ただ、その先に人口が増えるよう

な魅力ある学校をつくっていくための審議を続けていきたい。

町村の歴史を尊重して従来の中学校区を基本に小中一貫の形で残すという意見があったが、旧市

についても様々な形での学校のあり方を考えていかないといけない。また、幹線道路などを隔てて

通学している現状もあるので、安全面での課題も考慮しながら議論を進めていきたい。

（２）「千代川以西エリアの学校のあり方」について

城北小校区の千代川以西エリアについて、中長期的な学校のあり方の議論を踏まえながら具体的

な校区再編案や義務教育学校の設置なども含め協議しました。

【主な意見】

・千代川を境に分離していくという方向に賛成であり、１４期で結論を出すことについても賛成で

ある。

・新しい学校を設置するということも、住民理解を踏まえると一つの考え方になってくると思う。

住民の力でまちをつくり、その中に学校も含めていくという流れはいいのではないかと思う。

・世紀小学校の校舎の検討時期にきていることを踏まえると、新たな学校などを考えることもあり

ではないか。

・水害時などを想定し、防災の拠点ということも踏まえる必要がある。

・既存の中学校ありきではなく、小学校の再編も加わってくると、これまでとは違う新しい学校づ

くりというのが可能になってくると思う。

・大規模な義務教育学校ということも選択肢の一つであると思うが、複数の学校・自治会がある中

で課題が出てくると思う。義務教育学校に限定してしまうと、地域からの反発もあると思うので

留意が必要であるが、千代川を境に分けていくということは必要なことだと思う。

・義務教育学校を考えると、設置場所が線路の北か南によって通学面での課題が変わってくる。ま

た、学校選択制を認めてほしいという意見など様々な意見が出てくると思う。義務教育学校を設

置する大人の思惑と子どもの実感とのズレなどはどうなのか、そこにも着目していかないといけ

ないと思う。

・教育の効果を子どもがいつ実感するかというのは人それぞれであり、効果を検証する一つの手掛

かりとして考えられるのは、そこで勤務された教職員ではないかと思う。

・今ある何らかの区割りを変更せずに学校を活性化して良くしていこうというのはどこかで限界が

来ると思うので、義務教育学校ということも一つの案としてはいいと思う。

【会長総括】

今までの小学校と中学校だけというのではなく、新しい教育をしていくという形を取り入れ

ながら住民の理解を得ることも考えられる。都市部では、中高一貫の公立の中等教育学校もあ

り、伸びてきている。ある程度長期的に子どもたちに目配りして育てるということも大事な面

もあり、そういった新しいことも鳥取市の教育としても一つの挑戦ではないかと考える。千代

川以西エリアについては、中長期的な学校のあり方とは別に具体的な提案ができるよう次回以

降も審議を進めていきたい。 
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No 場所 会議名 内容等

1 R1.10.15 (火) 19:00 ～ 20:30
江山人権福祉セン
ター

江山地区義務教育学校設立
準備委員会（第１０回教育
環境整備部会）

江山学園長寿命化棟・増築棟の設
計について、校歌・校章について

2 R1.10.17 (木) 19:00 ～ 20:30 大和地区公民館
江山地区義務教育学校設立
準備委員会（第９回江山の
宝応援部会）

広報紙の内容について、学校応援
組織について

3 R1.10.23 (水) 19:00 ～ 20:45 美和小学校
江山地区義務教育学校設立
準備委員会

校歌歌詞の決定、校歌作曲者につ
いて、校章について、広報紙につ
いて

4 R1.10.24 (木) 19:00 ～ 20:15 気高町総合支所
気高地域の子どもの未来を
応援する連絡協議会（第４
回）

各地区での検討状況報告、意見交
換

5 R1.11.15 (金) 12:30 ～ 16:10
大栄農村環境改善
センター

鳥取県地域学校協働活動研
修会（江山地区義務教育学
校設立準備委員会研修会）

これからの学校と地域の連携・協
働の在り方について　等

6 R1.11.25 (月) 19:00 ～ 20:30 大和地区公民館
江山地区義務教育学校設立
準備委員会（第１０回江山
の宝応援部会）

広報紙の内容について、中間報告
会での報告内容について、学校応
援組織について

7 R1.12.8 (日) 13:30 ～ 15:30 美和小学校
江山地区義務教育学校設立
準備委員会中間報告会

各部会の報告、校章の発表、新制
服の発表、「江山かがやき科」の
説明

8 R1.12.10 (火) 19:00 ～ 20:30
江山人権福祉セン
ター

江山地区義務教育学校設立
準備委員会（第９回教育環
境整備部会）

校歌について、開校後の教育環境
整備について

9 R1.12.11 (水) 19:00 ～ 21:00
気高町総合支所2階
会議室

浜村地区の教育のあり方を
考える会（第７回）

考える会の中間まとめ、今後の検
討スケジュール等について

10 R1.12.19 (木) 19:00 ～ 20:30 美和小学校
江山地区義務教育学校設立
準備委員会

校歌について、学校応援組織につ
いて、広報紙の内容について

校区審議に関連する活動報告

月　　日 実施時間
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高草中学校の生徒数（予測 R１～R１３）

【年度別生徒数】

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

1 88 3 89 3 86 3 263 9
2 97 3 88 3 89 3 274 9
3 86 3 97 3 88 3 271 9
4 82 3 86 3 97 3 265 9
5 90 3 82 3 86 3 258 9
6 81 3 90 3 82 3 253 9
7 98 3 81 3 90 3 269 9
8 109 4 98 3 81 3 288 10
9 120 4 109 4 98 3 327 11
10 125 4 120 4 109 4 354 12
11 106 4 125 4 120 4 351 12
12 130 4 106 4 125 4 361 12
13 108 4 130 4 106 4 344 12 30.79
※R1.5.1現在の生徒数
※R2年度以降６年間の１年生は、R1.5.1現在の該当小学校区各学年児童数
※R8年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数
※R2年度以降の２、３年生は、前年度の各１学年下の生徒数
※学級数は、現在の鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出
（１年：３３人学級、２・３年：３５人学級）

年度
１年生 ２年生 ３年生 全　校 全校生徒数

増　減　率
（対比R1）
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世紀小学校の児童数

【年度・学年別児童数】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数

1 56 2 50 2 56 2 49 2 52 2 53 2 316 12

2 79 3 56 2 50 2 56 2 49 2 52 2 342 13

3 69 3 79 3 56 2 50 2 56 2 49 2 359 14

4 69 3 69 3 79 3 56 2 50 2 56 2 379 15

5 66 3 69 3 69 2 79 3 56 2 50 2 389 15

6 83 3 66 3 69 2 69 2 79 3 56 2 422 15

7 66 3 83 3 66 2 69 2 69 2 79 3 432 15 36.7

※R1.5.1現在の児童数

※R2年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数

※R2年度以降の２～６年生は、前年度の各１学年下の児童数

※学級数は、鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出

（１・２年生：３０人学級　　３年生以上：３５人学級）

６年生 全　校 全校児童数
増　減　率
（対比R1）

年度
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生
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大正小学校の児童数

【年度・学年別児童数】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数

1 27 1 21 1 22 1 24 1 25 1 34 1 153 6

2 29 1 27 1 21 1 22 1 24 1 25 1 148 6

3 41 2 29 1 27 1 21 1 22 1 24 1 164 7

4 50 2 41 2 29 1 27 1 21 1 22 1 190 8

5 36 2 50 2 41 2 29 1 27 1 21 1 204 9

6 43 2 36 2 50 2 41 2 29 1 27 1 226 10

7 35 2 43 2 36 2 50 2 41 2 29 1 234 11 52.94

※R1.5.1現在の児童数

※R2年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数

※R2年度以降の２～６年生は、前年度の各１学年下の児童数

※学級数は、鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出

（１・２年生：３０人学級　　３年生以上：３５人学級）

６年生 全　校 全校児童数
増　減　率
（対比R1）

年度
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生
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29 41

34 25

24
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東郷小学校の児童数

【年度・学年別児童数】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数

1 7 1 3 1 5 1 6 4 1 6 31 4

2 1 1 7 1 3 6 1 4 5 1 26 4

3 6 1 1 1 7 3 1 6 4 1 27 4

4 3 1 6 1 1 7 1 3 6 1 26 4

5 3 1 3 1 6 1 1 7 3 1 23 4

6 2 1 3 1 3 6 1 1 7 1 22 4

7 3 1 2 1 3 3 1 6 1 1 18 4 -41.93

※R1.5.1現在の児童数

※R2年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数

※R2年度以降の２～６年生は、前年度の各１学年下の児童数

※学級数は、鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出

（１・２年生：３０人学級　　３年生以上：３５人学級）

６年生 全　校 全校児童数
増　減　率
（対比R1）

年度
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生

208 211 212 210 206
215

207

7
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3

7
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3
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明治小学校の児童数

【年度・学年別児童数】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数

1 8 1 7 1 7 3 1 5 4 1 34 4

2 0 8 1 7 7 1 3 5 1 30 3

3 4 1 0 8 1 7 7 1 3 29 3

4 3 1 4 1 0 8 1 7 7 1 29 4

5 1 1 3 1 4 0 8 1 7 23 3

6 2 1 1 1 3 4 1 0 8 1 18 4

7 4 1 2 1 1 3 1 4 0 14 3 -58.82

※R1.5.1現在の児童数

※R2年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数

※R2年度以降の２～６年生は、前年度の各１学年下の児童数

※学級数は、鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出

（１・２年生：３０人学級　　３年生以上：３５人学級）

６年生 全　校 全校児童数
増　減　率
（対比R1）

年度
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生

208 211 212 210 206
215

207
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千代川以西エリアの生徒数（北中学校区在住）
※北中学校区：安長・商栄町・千代水1～2・南安長1～3・緑ケ丘2～3
【年度別生徒数】

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

1 20 1 12 1 21 1 53 3
2 23 1 20 1 12 1 55 3
3 20 1 23 1 20 1 63 3
4 22 1 20 1 23 1 65 3
5 22 1 22 1 20 1 64 3
6 29 1 22 1 22 1 73 3
7 20 1 29 1 22 1 71 3
8 28 1 20 1 29 1 77 3
9 34 2 28 1 20 1 82 4
10 31 1 34 1 28 1 93 3
11 27 1 31 1 34 1 92 3
12 34 2 27 1 31 1 92 4
13 42 2 34 1 27 1 103 4 194.33
※R1.5.1現在に当該エリアに在住する子どもの数
※R2年度以降６年間の１年生は、R1.5.1現在の該当小学校区各学年児童数
※R8年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数
※R2年度以降の２、３年生は、前年度の各１学年下の生徒数
※学級数は、現在の鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出
（１年：３３人学級、２・３年：３５人学級）

年度
１年生 ２年生 ３年生 全　校 全校生徒数

増　減　率
（対比R1）
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千代川以西エリアの児童数（城北小学校区在住）
※城北小学校区：安長・商栄町・千代水1～2・南安長1～3・緑ケ丘2～3

【年度・学年別児童数】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数

1 20 1 29 1 22 1 22 1 20 1 23 1 136 6

2 28 1 20 1 29 1 22 1 22 1 20 1 141 6

3 34 2 28 1 20 1 29 1 22 1 22 1 155 7

4 31 2 34 2 28 1 20 1 29 1 22 1 164 8

5 27 1 31 2 34 1 28 1 20 1 29 1 169 7

6 34 2 27 1 31 1 34 1 28 1 20 1 174 7

7 42 2 34 2 27 1 31 1 34 1 28 1 196 8 144.11

※R1.5.1現在に当該エリアに在住する子どもの数

※R2年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数

※R2年度以降の２～６年生は、前年度の各１学年下の児童数

※学級数は、鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出

（１・２年生：３０人学級　　３年生以上：３５人学級）

６年生 全　校 全校生徒数
増　減　率
（対比R1）

年度
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生

208 211 212 210 206
215

207
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